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１．概要  

 竹ノ塚駅付近高架化事業は，2022 年 3 月に高架化切替が完了し，全ての営業線の高架橋上運行が開始され

た（写真-1，2）．そのうち下り急行線付近

の高架橋構造は、本設構造と同程度の仕様

による仮設支柱で仮受けされており，高架

橋下部の仮線路を撤去した後に，本設支柱

を設置し，仮設支柱を撤去するものであっ

た．本稿では，既に供用開始している営業

線の正常な運行を維持し続けながら，本設

支柱の新設・受替・仮設支柱の撤去を実施

した事例について報告するものである． 

２．本設支柱設置における課題と対策  

 本設支柱の設置にあたり，以下 2 点の課

題があった． 

① 上部の梁及び下部の基礎杭施工が完了

しているため，柱設置位置の上下に余

裕スペースが確保できないこと．また，

溶接裏当てプレートを支柱内部へ差し

込む必要があるため，真横からのスラ

イドによる支柱設置が不可能であった

こと（図-1，写真-3）． 

② 柱と基礎杭との隙間を充填する無収縮

モルタルが適正に充填されているかの

確認が困難であったこと． 

上記課題に対し検討した結果，以下の通 

り対策をそれぞれ実施した． 

① 支柱下部材を設計高さ位置から下げ

た状態で仮固定し，柱上部を傾けながら上部

に差し込み，所定の位置に移動させるため，

鉄骨製作時に吊り込みに必要な吊ピースを

取付けた．また，柱上部及び下部材を仮固定

したのちに，上昇させるために必要な吊ピー

スも取付けた.以上により柱上部の設置・固

定（溶接）を行った後，柱下部材を上昇させ，

設計高さ位置で固定（溶接）した（図-1，

3）． 
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 写真-1 高架化切替前  写真-2 高架化切替完了 

 図-1 高架橋断面図  写真-3 高架橋断面 

図-2 本設柱（上部）設置状況図 

本設柱(上部)を差し込み、固定後に本設柱(下部)を向上する 

 図-3 本設柱（下部）上昇状況図 

図-4 無収縮モルタル充填範囲断面  図-5 注入管取付状況図 
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② 鉄骨製作段階で圧送管を柱内部に取

付け，柱下部の中央からモルタルが排

出されることにより，柱と基礎杭との隙

間に無収縮モルタルが均一に充填でき

るように工夫した．さらに、柱下部のプレ

ートにエア抜孔兼，充填確認孔を設置

し，充填状況を確認した（図-4，5）． 

  柱下部の設置した孔から無収縮モル

タルがリークすることで，柱下部に無収

縮モルタルが適正に充填しているものと

判断し，この充填確認孔を鉄骨内部に

設置したパイプカメラにより目視すること

で，充填が適正になされていることを確

認した． 

３．仮設支柱の撤去における課題と対策  

 営業線走行時の活荷重及び高架橋自

体の死荷重は，本設支柱の設置が完了し

た後も，仮設の鉄骨が負担しているとい

う観点から、仮設支柱の切断は数回のス

テップに分けて行い，仮設支柱に作用する

応力を徐々に本設支柱に移行させることとした． 

 切断は，図-6 の通り 6 ステップに分けて営業線

の運行が終わった夜間（線路閉鎖）作業にて行うこ

ととした．ステップ毎に，切断終了後，高架橋構造

物及び軌道（レール）の変状測定を行った． 

また，高架橋上の軌道構造は弾性枕木直結軌道で

あるため，コンクリートにひび割れが生じていない

か等の目視による確認も行った． 

 途中，高架橋構造物の沈下が一次管理値の 3mm に

達したため，軌道四項目の測定を行い，四項目すべ

て許容値内であることを確認した後に作業を継続

した．最終的なステップ終了後の沈下量は，高架橋

構造物で 4㎜，レール高さで 3 ㎜であり，協議によ

り決めた「表-1 変状測定管理区分」の許容値以内に

収めることができた． 

切断完了から一ヵ月経過後に変状測定を実施し

た結果，最終切断日の数値と同様であったことか

ら，問題の無いことを確認した． 

４．おわりに 

 空頭制限下の厳しい条件下，営業線の運行を阻害することなく，受替を無事に完了することができた．他で

の類似事例での参考になれば幸いである． 

                    以上 

 写真-4 切断順序図 

 図-7 切断位置図  図-6 切断割付図 

 図-8 変状測定位置図 

 写真-5 高架化切替完了 

表-1 変状測定管理区分 
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